
VictorPurcell.TheMemoirsofaMalay-

an 0.節cial. London:Cassel& C｡.Ltd.,

1965∴37L'うp.

VictorPur･cell.TheChineseinSoutheast

Asia.Se(IOndEditiolr,Ⅰ,Ondon:OxfordLTni.

versltyPress,1965.xvi+6-lop.

Victor Purcell. Malaysia. IJOndon:

ThamesandHudson,1965.224p.

ようやく春らしくなって,緑したたるばかりの1961

年5月の終りごろ,ケンブ1)ッジ大学も訪ね,Victor

Purcell博士に TrinityCollegeの教官のクラブで,

イギリス式の午後のお茶を御馳走になったことを,い

普,つ くづくと,なつかしく思いだす｡Pul･Cell博士

は訪れたのは,臼井二尚 ･棚瀬嚢爾両教投とともに,

欧米における東南アジア研究状況を調査するためであ

った｡臼井教授があらかじめ連絡しておかれたため

に,BritishCouncilがイギリスにおけ る東南アジア

専門の Ieadingscholarsに面会できるよ う,見事に

手配をしてくれた,,そのうちの1人,Purcell博士は

温顔をたたえて,これまでの自分のマ ラヤでの経験

辛,現在の仕事を話してくださった｡しかし,そのこ

ら,モリモリ著作に没頭しておられたのだが,そうい

う気配はぜんぜんうかがわれなかった｡むしろ,植民

地官吏を引退して,相投で悠々と余生を楽しまれてい

るという感じだったCそれから4年たらず,博士の逝

去を知ったoLかも,逝去後ここに紹介する3冊の著

E勤ミっぎつぎとあらわれた｡つつしんで哀悼の意を表

するとともに,遺著 3冊を紹介したい｡

Purcell博士の生涯は,TheMemoirsofaMalayan

C炉cialに詳しい｡これは,ほんとうに面白い本だ(〕

1896年に生まれ,Bancroft'sSchoolを卒業するやい

なや,18才で新任少尉の軍装で,生まれてはじめて1

等軍にのり,Green Howards連隊に赴任するところ

からは じまる｡ フランス戦線の Ypresから Sailly-

Saillise1-の激戦, さらに ChemindesDamesの苦

戟,この間2度負傷し,さいごに搾虞となる｡平和恢

復とともにケンブリッジの TrinityCollegeに入る｡

1921年に Malayan CivilService に 合格 して,

KualaLumpurに到着するD ここで,かれは践踏な

く中国語の専攻を決定した｡このあたりの1節は人生

の運命の不可思議を思わせる｡この若 い官補が寄宿し

ていた植民地高官に,その旨を告げる｡そのときの対

話ほっぎのようだ｡高官は,しばらく黙っていてか

ら,真剣な口調で話しはじめた｡

｢パーセル,君は何をしたか知っているかね｡｣

｢いいえ,まったくわかりませんoJ

｢君は君の生涯を駄目にしてしまった｡君は決して

総輔こなれない｡弁務官さえむずかしい｡ =専門家日

になるにすぎないよ｡｣

｢申しわけございません｡でも,なん としまして

ち,中国語が習いたいのです｡｣

この対話のあと,広東さらに北京-留学に派遣され

る｡かくして華僑研究者としての Purcell博士が生れ

た｡留学からマラヤに帰って,華僑担当官となる｡一

時はクリスマス群島に転勤するが,またマラヤにもど

り,上級奴判所に勤務し,移民官を経験する｡1946年

12月の太平洋戦争のときはアメリカに出張中であった

浴,大佐に昇進され,最後には情報局長官となる｡

こうした植民地官吏として終始中国人問題にたずさ

わったが,その間,華僑をはじめ中国史について,ひ

じょうな熱意をいだきつづけた｡戦後再びマラヤに戻

り,イキリズ草放下の華僑問題最高顧問となる｡しか

し55才の定年まで働 くよりも学究生活を望んで1946年

に,25カ年の ColollialServiceから引退する｡

日放伝はここで終るが,そのあとで博士は1946年か

ら1948年にかけて,国連のアジア極束地域顧問 とな

る｡1949年,はじめて待望の純学究生活に入り,ケン

ブリッジ大学の極東史の Lecturerとなる｡1963年に

引退し,いよいよ著述に没頭され,遺作 3冊のほか･

1965年1月2円逝去のときには,3巻からなる中国革

命史を執筆中であった｡

博士の著述は,ひじょうに多いが,ここに紹介する

3冊のほか,代表的なものとして,

-171- 171



東 南 ア 汐 ア 研 究

TheChineseinMalaya.1948.

TheChineseinSoutheastAsia.1951.(ここに紹

介する1冊の初版)

Malaya-CommunistorFreeP1954.

China,Natior.sofikeModernWorld.1962.

TheREVOlutioninSoutheastAsia.1962.

ABackgroundiotheBoxerUprising.1962.

などがある｡まことに,マラヤ華僑問題を中心として

の庖大な研究業績を残されたのである｡ 自叙伝は,

1946年 MalayanCivilService退官後の統巻を書 く

ことを約束されていたが,これはとうとう執筆されな

いままに終った｡Purcell博士が代表的な1人である

が,イギリスは植民地当時,植民地官吏であるととも

に,専門的な業績をあげた多くの学者をもった｡おど

ろくべきことであり,また羨しいかぎりである｡

｢東南アジアにおける華僑｣は,Purcell博士の主

著であるといってよい｡初版が1951年に刊行 された

が,その後10数年の変化発展を補足修正された第2版

は･現在,われわれがもちうる東南アジア葦僑研究の

最もまとまった,スタンダードなものである｡

この大著は博士が一生をかけられたものといってよ

い｡第 1編は総論であって,東南アジアにおける華僑

の分布 ･中国の初期の東南アジアへの接触 ･南洋への

大量移住 ･華僑社会の特質をとりあげる｡第2編以下

は,国別の華僑の歴史的発展にかんす る研究であっ

て･ビルマ,タイ,ベ トナム,カンボジア,ラオス,

マラヤとシンガポール,英領ボルネオ,インドネシア

およびフィリピンにわかれる｡Skinner教授の有名な

華僑研究とはちがって,本書はけっして分析的でもな

ければ,社会科学的方法が駆使されたものでもない｡

しかし,できるかぎり忠実に歴史的事実をとりまとめ

明らかにしようとしたものである｡この意味において,

東南アジア華僑史としては,これにまさるものがな

いoLかも,判断は公正だ｡さすがに,たんに文献に

よっただけでなく,1/4世紀にわたっての現地での華

僑との体験をとおしての著作だけに,まことに妥当な

解釈や説明にうたれる｡東南アジアにおける華僑の占

める重要性からして,広 く東南アジアの問題に興味を

もつ人に,基礎的な文献として強く推賞する｡

同じく遺著 Malaysiaは,博士の Malaysiaの体験

と研究との総合大成である｡さきの東南アジア華僑研

究とは異なって,NewNationsandPeoples双書の1
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巻であるため,できるだけ,わかりやすくまた簡潔な

マレーシアの紹介を本書は目的としている｡まさに,

一気に書きおろされたとの感じが強い｡できるだけ事

実に忠実であろうとするだけに,1965年いよいよ激烈

となったインドネシアとの対決までとりあげられてい

るが,1965年8月のマレーシアからのシンガポールに

までフォローされていないのは残念だ｡

本書のあらましを紹介しよう｡まず18世紀までのマ

ラヤの歴史からはじまる｡ついで,マラヤの民族,19

世紀のイギリスの進出,英領統治,戦後のマラヤの独

立-の過程,マラヤ独立,サラワクとサバ,マレーシア

の結成という順序で,マラヤの歴史的形成をとおし,

この国の政治 ･経済 ･民族 ･文化などを明らかにして

ゆく｡博士が歴史学者であるだけに,歴史的発展過程

からマレーシアがあきらかにされている｡とくに,戟

後のマレ-シアの歴史に重点がおかれ,ゲリラ運動に

詳しい｡これは華僑によったものだけに,博士の特別

の関心をひいたものであろう｡

マレーシアの現状を知るには,その発展過程を明ら

かにする必要がある｡そのために,本書は最もすぐれ

た文献であるといえよう｡

いまこの遺著 3冊を紹介するにあたり,Purcell博

士の偉大な業績をあらためて讃えたい｡この博士を失

ったことに,心から哀惜の念をおぼえる｡ (本岡 武)

LouisBarron(ed.)Asia & Australasia.

in the SeriesofMoshe Y.Sachs (ed.&

pub.)WorldmarkEncyclopediaof theNa-

tions.New York:Worldmark Press,Inc.,

Harper&Row,1965.viii+392p.

このたび新訂版 (第3版)が出た,全5巻よりなる

WorldmarkEncyclopediaoftheNaiionsのうちの1

巻である｡このシリ-ズは,世界中の国々の一つ一つ

について,歴史,政治,経済,社会その他,国家の諸

局面について,専門の学者に簡潔に解説させたもので

ある｡対象とする国々は,たんに独立主権国家だけに

限られないで,たとえば,Maldivelslands,Persian

GulfShaykhdomsなどまで含んでいる｡

一つ一つの国家について,50の項目が語 られてい

る｡その項目を例示すると,

1Location,SizeandExtent, 2 Topography,
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6 EthnicGroup, 7 Language, 8 Religion, 9

Transportation,10Conlmunication,22Agriculture,

23AnimalHusbandry, 24Fishing, 38Forelgn

lnvestments, 39EconomicPolicy,40Health,46

Press, 47Tourislll, 48Fall二OuS Persons, 49

Dependencies

木t畑ま,中近東から大洋州にかけての広い地域を扱

うが,東南アジアの国々は,もちろん洩れなく収めら

れている一束南アジ7を担当す,:',I)は,政治学者 の

RichardButヽヽ′rぐ11,ArmyVand(nbosch,BernardD.

Fal1などのほか,地理学者の Frederick L Wern-

stedtも加わっている｡

本シリーズの特色は,それがよかれあしかれ,現代

世非の諸国家についての百科辞典である点に求められ

ようO 世界中のあらゆる国家についての基本的な素描

がいながらにして得 られる点で,比較政治学を志すも

のにとってほ願ってもないガイ ドブックになる｡たと

えば, ビルマについては, 一級の専門家の Butwell

が,A4版の紙幅を10頁も使って,前掲の50項目につ

いて,要領よくまとめている｡記述は正確である｡各

国別に掲載されている地図を見ても,地名の表記法は

きわめて正確である｡とりわけ感心するのは,各国の

解説の最後に掲げられている BibliographyであるO

特定の国家についてこれから勉強しよ うとす るとき

に,本書の Bibliographyはまたとない手引きになっ

てくれることだろう｡ ビルマについては42冊の文献が

示されているが,その選択はまともである｡

本シリ-ズの限界は,やは りすべての百科辞典がそ

うであるように,限 られたスべ-スの中で, 1人,2

人の学者が,牒史から FloraandFaunaに至るまで

触れねばならないということから生ずる｡ しかし,そ

の点は,いわないことにしよう｡なぜならば,本シリ

ーズの趣旨は,そ うした百科辞典的限界をあえて覚悟

した上で,限られたスペ-スの中で,世界の国々のポ

- トL,- トを正確かつ簡潔に描きあげるところにある

からだ｡その限 りでは,たい-ん成功 した試みであ

り,そこが本書の,地道ながらも高い評価を得てきて

いる所以でもあるっ地域研究の入門的資料集の一つと

して,その点の留保つきで,お勧めしておきたい ｡

(矢野 暢)

紹 介

RobertE.W ard etaLStudying Politics

Abroad-FieldResearchinikeDeueloPing

Areas.Boston:Little,BrownandCompany,

1964.viii+2/i5p.

珍しい本である｡ Ward,Pye,Coleman,Weiner

などの一級の政治学者が,新興地域研究にたずさわる

政治学徒のために,フ ィーール ド･サ-ベイを行なう上

での心掛けを,いろいろの角度から説いた本である｡

参考までに全休の構成を掲げると,

II.Lucian W.rye,The Developing Areas:

ProblemsforResearch

III.RobertE.Ward,TheResearchEnvironment

IV.RobertE.Ward,CommonProblemsinField

Researcll

V.JamesC.Coleman,DocumentaryResearch

VI.MyronWeiner,PoliticalInterviewing

VII.FrankBonilla,SurveyTechniques

VIII.Herbert班.Hyman,ResearchDesign

各章を担当する学者が,み/なフィール ド･ワ-クの

経験者であるだけに,かれ らの記述は決して観念的議

論に流れず,生きているO本書は,文化人狂学の手引

きではなく,あくまでも政治学徒向けのガイ ドブック

として編まれているために,たとえば,各国の首都に

ある大図書館での文献研究をかなり強調するなどの特

色もLLH.ている｡その観点から,巻末に,新興諸国一つ

一つについて,主要図書館の内容と水準,データとし

て使えそ うな主要現地新開の性格などを リス トアップ

した詳細な Appendix- Colemanの手になるもので

ある- がつけられていて,これがたい-ん参考にな

る｡この Appendixのなかでは,さらに,1963年段階

において,アメリカのどの大学が,アジア,アフリカ,

中近東のどの国で総合的地域研究を行なってい るか

浴,国別に記録されていて便利である｡

本書は,そ うした実利的なメリットのほかに,新興

諸国政治の概論書としても立派につかえる内容をもっ

ており,とりわけ,新興諸国政治研究の新しい方法論

について,参考にすべき議論をたくさん盛 り込んでい

る｡アメリカの新興地域学が,どういう方向に向かい

つつあるかを占う上でも,たい-ん便利な本である｡
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地域研究というものは,単に学問的な問題意識を鋭

敏に磨いただけでほっとまらないし,反面,フィール

ド･ワークの方法論だけ精敏に研究したとしても,うま

くいくものではない｡学問以前の問題,あるいは学問

と次元をたがえた問題がまつわりついてくるところに

難しさがあるといえる｡本書が,そうした学問前の問

題をあまねくカバーしきっているかというと,そ うで

もない｡それにしても本書は,地域研究の広義におけ

る技術的問題点に真正面から取 り組んだ本として,し

かもあまり類のない試みをなした本として,一読をお

勧めしたい｡本書の評価は,読者の現地研究体験の有

無とその内容に応じて,どうしても主観的にならざる

を得まい｡その点を考慮して,本書の内容のよしあし

の評価は,ここでは避けたい｡ (矢野 暢)

Jack Hellerand Kenneth M.Kau#man.

TaxIncentivesforIndustryinLessDevel-

opedCountries. HarvardUniversity,1963.

xii+288p.

本書は Harvard Law Schoolの International

PrograminTaxationに基づいて生れた成果 の一つ

であって,それまでにも同計画に関連して,低開発国

における課税問題を取扱ったものとして,報告書や論

文 ･著書などが発表されている｡主な ものとして,

ConferenceonAgriculturalTaxationandEconomic

Develepment(1954),E.R.Barlow と I.T.Wender

の共著である Foreign Investmentand Taxation

(1955),NationalTaxJournalの1957年12月号の J.

Froomkinによる論文,HSomeProblemsofTax

PolicyinLatinAmerica,"H.P.Waldの Taxaiion

ofAgriculturalLandinUnderdevelopedEconomies

(1959),S･Rossと J･B.Christensenの共著にかか

わるTaxIncentivesforIndustryinMexico(1959)

などがあった｡本書はこれら従来の研究の上に立って

いわゆるタックス ･インセンティブの問題を論じてい

るのである｡著者の一人 Heller氏は上記計画に関し

ての教授研究員であり, もう一人 の Kauffman博士

は Harvard Universityの経済学部の教授である｡

本書は6章から成るが,第 1章序論のみが両著者に

よって共同執筆され,残りの5章のうち第2章 ｢タッ

クス ･インセンティブの法律の分析｣お よび第3章Il
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｢タックス ･インセンティブ立法の評価のパースペク

ティブ｣がHeller氏によって,残り3章がKauffman

博士によって書かれたものである｡後の3章はそれぞ

れ第4章 ｢所得税免除｣,第5章 ｢インセンティブの

利潤性に対する影響の評価手続｣および第6章 ｢加速

減価償却と関連インセンティブ｣によって構成されて

いる｡Heller氏の担当した章はタックス ･インセンテ

ィブに関する行政学ならびに法的なアブp-チに基づ

き,Kau触 an博士の分担した章は主として経済学の

立場から論じられている｡

低開発国における産業助成のために税制を用いるこ

とは広 く行なわれている現象である｡そのための主要

なやり方は租税の免除といわゆる加速減価債却の導入

である｡本書も主としてこの2つの方法に関して,こ

れらが有効に働きうる諸条件ならびにこれらの与える

諸効果,さらにその他の方法との比較,などについて

詳細な分析を行なっている｡その際現実に行なわれて

いる立法例としてほ多く南米およびアフリカ諸国のそ

れが言及されており,東南アジアの例にふれることは

少ない｡このことは一面,東南アジア諸国についての

この種の研究がほとんどなされていないことを物語る

ものであるが,もちろんこのことはわれわれが東南ア

ジア諸国のタックス ･インセンティブを研究する上に

ぉいての本書のもつ意義をいささかも減ずるものでは

ない｡本書を読んで一番印象づけられたことを一つだ

けあげれば,もともとの私の興味のせいによるのかも

しれないが,この種の税制の利用の成功にとって ｢し

っかりした税務行政の確立｣がいかに重要であるかと

いうことであった｡ (活永敬次)

JapanTaxAssociation･ Asian Taxation

1965.1966.148p.

日本租税研究協会 (JapanTaxAssociation)とい

うのは,米国の NationalTaxAssociationにならっ

て戦後わが国において誕生した民間の税法 ･税制の研

究団体である｡この協会は大蔵省などの協力を得て･

1963年4月8日から16日にわたってアジア諸国の局長

クラスの出席を得て ｢アジア諸国の税制と税務行政に

関する特別大会｣を東京と大阪において開催した｡こ

の会議の成果は 『アジア諸国の税制と税務行政に関す

る特別大会記録』(1963年,227頁)として残されてい

る (英文の報告書は,JapanTaxAssociation･Pro-
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ceedingsof theSpecialMeeting ofJapan Tax

AssociationonTaxSystem andAdmim'strationin

AsianCountries.1964,269p.)｡この協会は以後,上

の会議に出席したアジア諸国の税務担当官と連絡をと

りながらその協力を得て,毎年アジア諸国の税制に関

する最新の情報を提供する計画をたてた｡その最初の

ものが AsianTaxation1964(1964,157p.)であり,

それに続いてこのたび表記の AsianTaxation1965

がだされたのである｡1964年版は,カンボジア,中華

民国,インド,インドネシア,韓国,日本,ラオス,

マレーシア,フィリピン,タイおよびセイロソの11カ

国を含んでいたが,1966年版ではラオスが抜けて10カ

周となっている｡なお,前記会議にはヴェトナム(南)

代表も出席していた｡

アジア諸国の税制については,すでに,アジア経済

研究所の調査研究報告双書としてだされている 『アジ

ア諸国の租税制度 Ⅰ～Ⅴ』がある (イ ン ド, セイ ロ

ソ,タイ,香港,オース トラリ7, ニ ュ-ジ-ラン

ド,マラヤ,シンガポール,アラブ連合,ナイジェリ

ヤ, リベ リアおよび クエ- トの12カ国を含む)｡ この

双書は極めて詳細な報告でありその価値の高いことは

いうまでもないところであり,東南アジア諸国の税制

の研究をなす場合に不可欠のものであ るが,表記の

AsianTaxaiionはその詳細さの点においては比較す

べ くもないけれども,双書に含まれていない国をも含

むことにおいて,また,それが常に最新の情報を提供

するものである点において,特色を有しているのであ

る｡それが英文のものであることもあろうが海外の研

究所などからの注文が引続いてなされているのも三日ナ

ることである｡

A9ianTaxation1965は,カンボジア,七イロン,

中華民国,インド,インドネシア,旗国,tりこ,マレ

ーシア,フィリピン,シソガポールおよびタイの11カ

国を含み,それぞれの国について,われわれは,国お

よび地方政府の歳入のなかにおいて税収が 占め る地

位,国税と地方税の税種,各税種の過去 3年にわたる

税収額,個人所得税および法人所得税制度の概要,外

国人および外国会社に対する課税制度,矧 勺産業発展

を促進するための税制上の特別措置,税務行政機構,

その他相続税さらには各種間接税制度の概要など,を

知ることができるのである､)いずれについても要領の

よい記述がなされている｡ (活永数次)

紺

W ira W imoniti. HistoricalPaiiernsof

TaxAdministrationinThailand.Bangkok:

InstituteofPublicAdministration,Tham-

masatUniversity,1961.ix+184p.

後,同大学の Institute orPublic Administration

において行政学を研究し,現在はタイの国家開発省

(MinistryofNationalDevelopm ent)の国家経済開

発委員会に勤務している,タイの新進若手官僚の一人

である｡当年35才｡私がノミンコック滞在中彼の話を聞

く機会を得たが,彼はタイの税務行政について忌博の

/JLj:い意見を聞かせてくれた｡彼は,本書についてその

狙いの一つは,たとえばラマ5世の時代における予算

制度の確立など新 しい事実の発見にある,といってい

た｡この書物は著者が ⅠnstituteofPut)1icAdminist-

rationにおける修士論文としてまとめたものであり,

私には残念ながら本書の内容について適確な評価を下

し/うる能力をもちあわせていないが,タイの修士論文

の水準を示す一つの資料を提供してくれるものとして

も興味深いものがある｡またタイの税務行政の歴史に

ついて英文で書かれたものとしてはおそらく数少ない

文献の一つではないかと思われ,その点だけにおいて

も本書は貴重であろう｡

本書の内容は次の通 りである｡

第1章 ｢序論｣- 研究の目的,範囲および方法,
歴史的背景,租税という語の歴史上の意義,脚注法

時代,後期アユタヤ時代

第3章 ｢初期ノミソコック時代｣一一一租税停滞期,

租税多種化期

第4章 ｢初期/ミンコック時代 (続き)｣一一ラマ4

世時代の特別税の発展とその地位,租税政策,稲税機

関,徴税請負制度,Bowring条約

財政改革前の状態,第 1次改革,大蔵省の組織改革,

租税徴収棟関,徴収請負制度の廃止-の動き,チュラ

ロンコソ王時代の租税状態

去の評価

附録一 歴代国王の統治期間, ThreeSealsLaw,

Barcalon と歳入,Bowring条約,文献 リス ト
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本書は,主としてラマ5世の時代までを取扱い,上

のような時代区分に従って,それぞれの時代の租税の

形態,税収額,税務行政の仕組み,租税政策などを取

上げて記述しているのである｡ (清永敬次)

TheDynasticChronicles)BangkokEra,

ikeFourthReign,B.E.2394-2411(A.

D.1851-1868). Translated by Chadin

(Kanjanavanit)Flood.VolumeOne:Text.

Tokyo:TheCentreforEastAsianCultural

Studies,1965.xvi+267p.

まことに不思議なことなのだが,タイ国史研究の現

状を見ると,史料のきわめて限られているスコータイ

史や,アユタヤ史の研究より,かえって史料の豊富な

ラタナコ～シソ史,とくに1932年の立憲革命以前の歴

史研究の方が手薄である｡この点 W.Vellaの ｢ラー

マ3世史｣などは,この方面でのパイオニアワークと

して大いに高く評価されるべきであろう｡

さてラタナコーシソ史研究者がまずよるべき｢正史｣

といえば,ChaophrayaThiphakorawong の Phra-

ratchaPhongsawadanKrungRaianakosinを挙げる

べきであろう (この年代記については 『東南アジア

研究』第2巻第2号所収拙稿参照)｡上記のVellaもこ

れを縦横に引用している｡本書はこれまで意外な程利

用されることのす くなかったこの貴重な年代記の内,

｢ラーマ4世｣の部の前半の完訳である｡何はともあ

れ,本邦はおろか世界初訳という業績が,わが国の研

究機関の手で生み出されたことを喜びたい｡と同時に

この困難な企画をとりあげ,これを完成-と導いた東

アジア文化セソクー関係者の識見と努力とに対し,心

からなる敬意を表するものである｡

本訳書は, ｢ラーマ4世年代記｣のうち仏歴2404年

(1861),Yinyaowalak内親王の前髪を断つ儀式の記

事までを含み,原著の約半分 (245ページまで)に相

当する｡固有名詞のローマ字表記は MaryHaas式の

音素記号をもって行なわれ,声調まで厳密に表記し分

けている｡

この種の文献の翻訳につきまとう困難のひとつは,

政府機関ないし役職名に対す る訳語選択 の問題であ

る｡本訳者は原語直訳主義をとり,どうしても適当な

訳語の見出せないときは,原語をそのまま残すという
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慎重な態度をとっている｡タイ語の昔の官庁名または

役職名には名称と機能の一致しないものがまま見受け

られるので,この訳本のみをたよりとする一般読者に

とって,直訳主義はあるいは misleadingとなるおそ

れなしとしないが,この点は,続刊予定の第 3巻 :註

解の中で解決されるものと信ずる｡

訳者はタイ人で,チュラロソコソ大学文学部を首席

で卒業後,ワシントン大学に学び,東南アジア史を専

攻して修士号を獲た新進の歴史学徒であるが,本訳書

の完成には,タイ語と共に,日本語,中国語をよくす

る歴史学者の夫君 (米人)の協力があずかって力あっ

たと聞いている｡全 3巻の完成を心より期待したい｡

(石井米雄)

ThawiMukthorakosa.phramahaThira-

ratchachao. Bangkok:phrae Phitthaya,

1963.ix+844p.

タイ国近代史のなかにプラモンクツトクラウ王,す

なわちラーマ6世をどう位置づけるかは,政治史学者

にとって焦眉の課題となっている｡たとえは1932年の

立憲革命の素因のおおかたは,ラーマ6世の統治のな

かに求められねばならないOとにかく,穀誉褒臣の激

しい人物で,従来,この国王の評価は, タイ国内外

で,はっきり2つにまっかれている.

そのわ りに,ラーマ6世の統治についての実証的研

究は,殆んどなされず,その御代に生じた事柄を明確

にしかもまんべんなく捉えることは,これまでかな り

困難であった｡国王の特に後半世における ｢乱行｣が

世に知られることを怖れてか,ラーマ6世についての

一次資料の一部は公開されないともいわれている｡そ

れに,国王の統治した時代がまだあまりに近すぎるこ

ある｡それらの理由から,ラーマ6世の研究は,ある

種の困難さに伴われているのだ｡

本書は,そのラーマ6世に真っ向うから取 り組んだ

すぐれた伝記である｡ラーマ6世に関する基礎文献を

ひととおりおさえ,それをさらに,同時代に生きた人

々の面接で補っている点,きわめて実証的である｡そ

の点で,本書は,あまたのメリットをもっている｡な

によりも感心することは,ラーマ6世の一生が,きわ

めて淡々と,しかも広 く詳しくカ/ミーされている点で

ある｡著者が,そもそものアプローチにおいて,ラー
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て6世を多面的な人間と捉え,王の多面性を疎漏なく

捉えようと努力したことが,幸いしているように思わ

れる｡更に本書は,当時生 じたいくつかの重要な歴史

的事象を明確に解き明かしている点で,貴重な文献に

なっている｡タイの王朝で,はじめて外国留学の経験

をもった国王であり,しかもその留学期における王の

socializationが,タイ政治史の上で一つの重要な転変

の契機となっているだけに,本書の冒頭の留学につい

ての叙述は,たい-ん参考になる｡そのほか,1912年

に生じたいわゆ る ｢ラタナコ-シソ歴130年の革命｣

についての記述は,その革命が,たとえ失敗したとは

いえ,タイの絶対王制にたいする近代官僚の最初の革

命的反逆であっただけに,貴重なデータを提供してく

れているし, また有名な ｢スアパ-義勇隊｣につ い

て,国王がどういう考えをもっていたかも,本書でよ

く示されている｡

ラーマ6世にたいする著者の態度は,タイ トルー

｢哲人王｣を意味する- が示すようにたいへん好意

的である｡ラ-マ6世の御代は,本書においては,チ

ャクリ王朝史の黄金時代と捉えられている｡ラーマ6

匹が犯したさまざまの失政は,本書ではかならず Lも

はっきりしない｡その点は,Chula Chakrabongs ら

の英語文献,あるいは ThaiNoiらによるタイ語の伝

記によって補足する必要があろう｡それにも拘らず,

本書は,現段階におけるラー-6世の研究としては,

最先端を切るものであり,内容の水準も高度であるか

らには,見逃せない一書であると断 じうる｡巻末にま

とめられた参考文献目録は有益だ し,そ して,本書

は,巻末に索引を備えている点で, メイの本 として

ほ,稀有の範鴫に属するといえる｡ (矢野 暢)

ChalaoChaiyaratana. Lei'sSpeakThai.

Bangkok: The SocialScience Association

PressofThailand,1965.188p.

本書は,タイ人の言語学者によって書かれた,外国

人 (主として英語を母国語とする)のための,タイ語

入門書である｡題名から察せ られる様に,実用一点ぼ

りの練習用の書物であるが,その基礎は,現代アメリ

カの構造言語学にもとずいて作 られた,まじめな本で

ある｡タイ語について,タイ人の言語学者によって書

かれた実用的な練習用の本では,本書が最初のもので

紹 介

はないかと思う｡

著者は,MIT においてAppliedLinguisticsで Ph.

D.を取 り,現在 タてサー ト大学教養学部言語学科の

Headをつとめると同時に,白身の ChalaoLanguage

lnstittlteにおいても,活ばつに言語教育を進 めてい

る｡タイ国における,この分野での代表的人物と言え

るだろう｡本書の他にも,タイ人のたが)の英語のテキ

∴ト類やレコー ドなど,数多く出版 しているOメてサ

ー ト大学では, 英語, フランス語, ドイツ語, 中国

語,日本語が教えられているが,どの授業も著者流の

IntensiveMethodでつらぬかれている様である｡

本書の全部が文型及び句構造の練習より成る｡全体

で32の文型を設定し,その各々を一つのChapterとし

て多数の例をあげて練習に倶すると同時に,句構造と

して,NounPhrasesと VerbPhrasesとを説明し,

その各々の型につき練習用の例をあげる｡これらの文

型及び句構造を一見すると,本書はTransformational

Analysisの二理論を基距としてい ることがわか る｡

Noam ChomSkyを中心としてアメリカで展開された

Transformationの理論は, 色々な面でその有用性を

発揮しているが,これはその理論がタイ語に応用され

た好例であろう｡なお,本書では,タイ文字はいっさ

い使用せず,すべてロ-て字による音素表記が用いら

れており,根本的には Mary Haasの Spoken Thai

の表記法と同じものとみてよい｡

本書は,もともと,教室で使用するTextとして作

られたもので,独習用のものではないから,別にこん

切ていねいな説明というものはない｡したがって,本

書でタイ語を学習する際には,少 くとも最初の一定期

間は,適当な タイ人について勉強する必要があるだろ

うO ただ,最初のコ､ソを得てしまえば,あとは何も考

えずに自分でどんどん進むことが出来るだろう｡本書

を完全に仕上げれば,一応の Speakingには不自由し

ないと思 う｡最後に,問題に思 う点は,これを Text

に使用した場合,習 う方の者に相当な忍耐力がなけれ

ば,最後まで続かずに落伍する者が多く出るのではな

いかと言 うことである｡ 全休が文型とい う文法的な

patternのみにもとずいて配列されているため,各文

の内容のFjLi帥こは何のつなが りもなく,ただ同じPattern

に属する多くの文を次々と練習して行 くのであるから,

どうしても, ｢アキが来る｣きらいがあるだろう｡私

は,む しろ,本書は教師用の整理ノー トの様なものと
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して使用し,実際に教室で使用するには,もう少し形

のちがった,内容的にも興味の持てるものにした方が

よいと思う｡あるいは,SpokenThaiなどで一応基礎

的なタイ語をやった者が整理のために本書を使用する

のなら,大いに有用であろう｡なお,かなり誤植が多

く,急いで製本した様な印象を受ける｡ (桂満希郎)

David D.Thomasctal. Mon_Khmer

StudiesI.Saigon:1964.163p.

LinguisticCircleofSaigonといっても一般には知

られていないが,本書によると,南ベ トナムのSaigon

大学と米国の SummerInstituteofLinguisticsのメ

ンバーによる研究会であるらしい｡本書は,その研究

会が1963年秋にユニ (Hue)で行なわれた際に読まれ

た原稿をまとめた論文集である｡著者は,編者として

Introductionを書いている米国NorthDakota大学の

DavidD･Thomasを除いては,JohnandElizabeth

Banker,John and Carolyn Miller.Richardand

SaundraWatsonというこれまでほとんど無名であっ

た人たちばかりである｡

本書で扱われている言語は,南ベ トナムで話されて

いる3つの少数民族の言語,すなわち Bahnar語,

Brou語,Pacoh語であって,いずれも東部モンクメ

ル系統に属する｡この系統の言語は,ラオス,ベ トナ

ム,カンボジアに様々な種類が分布しており,比較言

語学的にクメル語を考えるうえで欠かせないものであ

るにもかかわらず,事実上ほとんど未開拓のままであ

ったっその意味で本書の出現はまことに喜ばしいこと

に違いない｡ことに,このうちのBrou語とPacoh語

は今まで単にその名が知られていただけであった｡

もっとも本書からはこれら3つの言語の断片しかわ

からないQ各論文とも記述的な研究であるが,短い論

文であるうえ,取上げた問題も方法も異なっていて,全

体としてひとつの言語の構造がわかるという体裁のも

のではないからである｡ すなわち,Bahnar語につい

ては,(1)ClauseParadigm, (2)Afhxation, (3)Re-

duplication,Brou語については,(1)WordClasses,

(2)SubstantivePhrase,Pacoh 語については, (1)

Pronouns,(2)Phonemesが,それぞれ述べられてい

る｡

本書の主眼とする所はむしろ様々な記述方法の適用
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例の提示ということにあるようである｡た とえば,

Bahnar語のClauseParadigmには transformational

battery が,Brou 語の SubstantivePhraseには

tagmemicapproachが用いられるという具合に｡ し

かしこの場合,batteryとか tagmemic,tagmaticと

かいった術語に対して,十分な説明や定義がほしいも

のである｡これらはまだあまり熱していなかったり,

学者によって用法が同じでないものだからである｡

比較言語学的な論文としては Thomasによるモソ･

タメル語比較研究の展望があるのみであるが,まさに

その中で述べられているように,この系統の言語の比

較研究を困難にしている最大の原因は音素論的基鍵の

欠如である｡それは本書の対象となっている言語につ

いてもあてはまることである｡

ともあれ,Schmidtより半世紀以上もたった今日よ

うやく,しかしここ数年来にわかに,キン･クメル話

語の研究が活発になったことは事実であって,本書も

またそのひとつの現才っれなのであろう｡ (三谷恭之)

Udom Warotamasikkhadit.ThaiSyntax:

AnOutline.ADissertationPresentedtothe

Faculty of the Graduate School of the

UniversityofTexas. Bangkok:Collegeof

EducationPrasarnmitr,1963.Ⅴ+70p.

タイ人によって書かれたタイ語に関する本というの

は,一口に言えば,いかにして正しいタイ語を使用す

るかという規範的なものがほとん どであった｡ しか

し,最近になって,タイ人の若い学者で,主としてア

メリカの記述言語学の方法を身につけ,それでもって

タイ語を記述説明して行こうという人達が出て来てい

る｡本書はその代表的なものといえるであろう｡した

がって,本書はタイ語の規範を示すものでもないし,

これでもってタイ語を勉強しようとしても全く無駄で

あろう｡言いかえれば, ｢いかにタイ語を使用すべき

か ?｣ということは一応別にして, ｢タイ語とはどう

いう構造の言語か?｣ということを明らかにしようと

するものである｡

アメリカの構造言語学においても,従来の方法では

説明し切れなかった多くの点を説明することのできる

新しい言語理論として現れたのが Noam Chomsky,

EmmonBack 等を中心 とする Transformation の
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理論であるが,本書はこの理論に基ず いて タイ語の

Syntaxを記述するものである｡全体を phrasestruc-

ture, Generalized grammaticaltransformation,

Optionalgrammaticaltransfornlation, Obligatory

grammaticaltransformationに分けて説明している

けれども,これ らはすべて置きかえのルールより成 り,

最後まで読み通しては じめて, タイ語の Syntax構造

が明らかになると言った性格の本である:打数も余 り

多くなく,複雑な Syntax構造を非常に簡潔に要領よ

く記述していると言えるが, Transformational an-

alysisの理論について予備知識を縛 ったうえて読また
ければ,とても理解できないのではないかと思 うo

もちろん,私は本書が完全なものだとは思わないし,

むしろキメが荒いと思 うくらいであるが, タイノ､の手

によってこう言った研究がな され てい る と言 うこと

は,喜ばしいことであると同時に,我々外国の研究者

にとっては,驚異に値することだと思 う｢とにかく,

タイ人はタイ語がわかるのであるから,彼 らが本腰を

入れてこういう研究を始めたら,とても太刀打ちでき

なくなるのではないかと思われるへTransformation

の理論自体が,未だ完成したものだとは言えないけれ

ども,色々な面で大きな成果を上げていることは事実

であるo最近,外国の研究者に対するタイ語教接,あ

るいはタイ人に対する英語教授等の必要が大きくなり

つつあるが,こういった実用的な面での効果をあげる

ためにも,本書の様な基礎的な研究が必要であると私

は思 う｡先にも述べた様に,本書が完ぺきなものだと

いうつもりはないが,こういった研究が地道に続けら

れ,つねに補正されて行 くということは, JJイ語研究

にとって喜ぶべきことだと思 うー (桂満希郎)

Thawit Suphaphon. Prawatsat Thai-

Khom-Khamen.Bangkok:1965.832p.

タイ国の歴史に関する書籍は数多くと11.版されている

が,それ らの中で本書は, タイ族,コ-ム族, クメ-

ル族と3つの民族の相fTlI関係に焦点をしぼって書かれ

ているという点で特色を出したものである｡他の歴史

関係の本と同じ様に,歴代の王朝を追って説明して行

くわけであるが,上記の3民校の関係ということを中

hTl ':L一

心 とLており,その他の余 り関係のない事柄は切 りす

てるなり,ごく簡単にふれるにとどめるなりして,か

なり問題点のはっきりした書物となっている｡一方,

中心問題に関係ある事柄については詳しく述べている

ので,相当な大冊となっている｡

まず全体を,Ayuthaya王朝以前とそれ以後とに大

別するこ前者においては,タイ族が中国より南下する

以前の状態について略述 し,ついでSukhothai王朝に

至るまでの3民族の交渉について順を追一つて説明す

る-後者においては, Ayuthaya王朝,Dhonburi王

朝,RatallaLosin二吊り,フランスのカンボジア統潜と

い う順序で, 3民族の相互関係を説明している.タイ

狂の南 卜より近代に至るまでの3艮族の交渉史概説と

でも呼ぶべきものであろう｡駆使している資料も相当

な量にのぼっている｡クメール族, タイ族というのは

一応誰でも知っている民族であるが,コ-ムというの
はクメ-ル鉄と同じもの,あるいは極めて近い関係に

ある同系統の民族といわれており, タイ族がタイ国に

入って来る以前にすでにその地域一帯に罵任していた

と考えられている｡私は歴史について云々する資格は

ないので,ただ本書でこれ らの民族について書かれて

いることを紹介するに止める｡本書によると,コー∴

が タイ抹1封絢からli三んでいたクメール系の 1民族であ

るに対して,現在のクメール族 (カンボジア人)は,

･1-ムと同じものではなくて, タイ族の勢力が広まる

こつれて,その地区に住んでいたコ-ノ､族との問に出

来た民族だとする,3私は別にこの考えにノ勘戊も反対も

するつもりはないけれども,本書がこういった考えの

上に二立って,これら3つの民族の関係,交渉について
書かれているので,紹介するまでである｡もちろん,

タイ人によって書かれたものであるから,タイ国ある

いは タイ族に最も多くの比重が置かれているが,原則

としては,インドシナ全休を捕えて書かれたもので,

ラオス, タイ,カソポジ7,ベ トナム等を全休として

扱っているっ本書が学問的にどれだけの価伯があるか,

あるいはどの程度の水準のものであるかは,私には何

とも判定する資桁はないが,歴史の木として,少 くと

も, 読んで楽しいものであることはまちがいない｡

(桂満希郎)
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